
平成２９年度よりコミュニティ活性化事業の一環で、１０年先の別子山の姿を住民と地域外の人と

の対話の中で、希望をもって描くことで、持続可能な地域づくりを推進することを目的に実施しております。 

「一昨年度の活動」 

まず１３項目の必修プランを掲げ、それぞれに取り組み方や責任者等について検討しました。 

①地域活性化の組織(仮称：別子山あけぼの隊)の発足、②地域活性化趣意書の作成、③全住民会議の開催、④別子山ファンク

ラブの発起人会、⑤地域おこし協力隊の早急な募集、⑥映画作りで西高校との打合せ、⑦ふるさと会の準備、⑧別子山活性化プ

ランの作成、⑨新居浜市内での活性化シンポジュームの計画、⑩各プロジェクトの責任者決定、⑪視察プランの検討、⑫住民へ

の聞き取りとアンケート、⑬筏津山荘プラン 以上です。 

上記 13 項目の具体的プランをたてましたので、それぞれに担当者を決め、第１回の会議を終えました。 

５月に行いました第２回では、前回行った中６項目選び出し、すぐに実施可能なプランを検討いたしました。 

西予市城川町遊子川視察プランでは、「遊子川もりあげ隊」の地域活性化組織活動を研修することや、「別子山あけぼの隊」設

立趣意書の検討及び「別子山ファンクラブ」の活動内容、さらには「新居浜シンポジュウム」の具体的プラン、「別子山映画づく

り」と「別子観光センタープラン」の各地からデーターを会員それぞれが集め検討すること等を確認しました。 

第３回は、西予市遊子川地区に出向き視察研修を行い、 ・地域の現状調査や全員参加の組織づくり ・地域活性化プランの

立案方法 ・遊子川もりあげ隊と遊子川ファンクラブの活動状況などを視察研修を行い、今後の別子山地域の活動に参考になる

取り組みを学びました。 

第４回では、遊子川もりあげ隊の視察から学んだことについては、住民意識調査の検討と実施時期の決定、別子山あけぼの隊

の勧誘と、別子山映画づくり及び別子山ファン倶楽部及び新居浜シンポジウムの内容と時期、筏津山荘に関する参考資料の検討

など行いました。特に開催予定のシンポジウムでは、１２月実施に向けて、次回以降の進行内容を検討し、さらに住民全員集会

についても検討いたしました。 

 第５回では、「住民全員集会」について検討を行い、「別子山地域の未来を考える会」経過状況を確認し、プロジェクトチーム

設立趣意書及び、別子山ファン倶楽部への入会案内について確認し、シンポジウムの開催日の決定と実施方法の検討を行いまし

た。 

第６回では、別子山地域の現状と将来に関するアンケートの詳細、さらに旧別子観光センターの跡地再整備に関する項目につ

いて、第６回から第９回にかけて要望事項の詳細を検討しました。 

第１０回から第１３回までは、１２月開催のシンポジウムの検討協議を行い、表題を「別子山ファンクラブ設立記念シンポジ

ウム」と題し１２月２２日、新居浜市民文化センターにて実施いたしました。シンポジウムの詳細内容は、平成３１年１月号及

び２月号公民館報にて報告掲載しておりますので省きます。 

平成３０年度は２月実施の第１４回の会議で終わりましたが、非常に実のある多忙な１年となりました。 

また、元号も“令和”に代わり新年度では、これまで行ってきた、住民アンケート調査、地域課題の把握とその対応策など検

討結果を生かして、別子山地域活性化プランの作成と一部事業実施を行う為、次の様な内容で実施てまいりたいと思います。 

今後ともご支援ご協力をお願いいたします。 

◦地元民(土の人)とファンクラブ会員が共同で地元学を実施し、地域資源の発掘を行う。 

◦他地域の事例などを参考にして、みんなで地域資源の活用策を検討する。 

◦外部アドバイザーの協力を得て、地域活性化プランの原案を作成する。 

◦全住民会議開催（地域活性化プラン原案の発表と討議） 

◦プランの中から年度内に実現可能なプランを選択 

◦実現可能なプランについてのアクションプログラムを 

作成する。 

◦アクションプログラムの実践を行う。 

◦新別子観光センターを核とした観光主体の６次産業化 

プランの作成と一部試験的実践 

◦新居浜市内で、活動報告と今後の活動指針検討のため 

のシンポジュームの計画実施 以上。 

今後は、外部アドバイザーの助言を得ながら、地域資 

源の発掘とその活用策を地域住民と一緒に検討して、実 

践していくこと、別子山地区で今後展開する観光を核と 

した６次産業化の実行可能性をより具体的なものにする 

事が出来ると考えております。 

令和元年６月１日 発 行 別子山公民館広報部       ＴＥＬ・ＦＡＸ ６４－２２１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の交通安全運動に伴い、金紗・富郷・別子山合同で、交通安全パ

レードを実施いたしました。 

運動では、「子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運運転者の交

通事故止」「自転車の安全利用の 

推進」「すべての座席のシートベ 

ルトとチャイルドシートの正し 

い着用の徹底」「飲酒運転の根絶」 

を掲げ死亡事故ゼロをめざす運 

動を展開しております。 

これからも、交通ルールを厳 

守し、交通事故を起こさないよ 

うにお願いをいたします。 

これまでの活動状況 



 

 さて、夏がやってまいりました。 

今年度も、プール開きに備え、たまった汚れを落としたいと

思いますので、地域の皆さんもご協力をお願いたします。 
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 ７月の夏休みの前に、プールの管理人を募集いたします。 

 作業は、プール内部及び周辺の清掃、水泳者の受付監視作業

等、２名の管理人が必要ですので、やってみようと思われる方

は、次のとおり申し込んで下さい。 

○勤務時間： ９：００ ～ １６：００ 

○募集受付期間： 

令和元年６月３日（月）～ 令和元年６月２８日（金） 

○管理期間：7 月 21 日 ～ 8 月 31 日 

○申し込み：別子山公民館 ℡0897-64-2211 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

元号も「令和」に代わり６月を迎えまし  

たが、皆さんいがお過ごしでしょうか？  

気候的にも梅雨の時期と言う事で、昨年は５月後半には梅雨

入りしたとみられると発表されましたが、今年は、連日夏のよ

うに暑い日差しが届き、梅雨を飛び越えて夏がやってきたよう

な陽気が続いております。平年ですと６月５日頃梅雨入りし、

７月１８日頃明けるとしておりますので、今年の梅雨入りは、

平年よりかなり遅くなりそうです。ですが大地には水分も適度

に必要ですので、今年も被害の無い様に適度に潤してほしいも

のです。 

さて、新年度も２か月が過ぎ、これから夏に向けて、様々な

事業が動き出します。すべてにおいて、地域の皆様方の御力が

なければ動きませんので、今後ともご支援ご協力をよろしくお

願いいたします。 

早速、プール清掃や道路清掃作業と様々な地域事業が本格的

に動き出しますので、皆様方にはご面倒をおかけいたしますが、

どうかお力をお貸しいただきます様お願いいたします。 

時期的にも、春から夏への季節の変わり目ですので、気温の

変化に注意をしながら、食品の衛生管理や体調管理には万全を

期してお過ごしください。 

 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区にやって

きます。みなさん是非ご利用ください。 

  ①別子小中学校 １３：００～１３：４０ 

②別子山支所  １３：５０～１４：３０ 

６月２７日（木）に巡回します。 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

地域が招く、地域主体の集会として開催されておりま

す「まちづくり校区懇談会」を実施いたします。 

 また、校区懇談会の準備段階から市職員が地域住民の

一員として、生活に身近な課題や地域のあるべき姿など

について話し合うなど、地域と市が一体となった協働の

まちづくりを推進することを目的に開催されます。 

懇談会では市の重点事業について報告を行い、報告後

市重点事業に関する質問を受け付け、意見交換を行いま

す。 

校区課題では、校区の主要な協議・要望事業など自治

会より提案し、担当部局より回答をいただくこととなっ

ております。 

※なお、校区の課題等を、６月２８日（金）までに整

理し提出しなければなりませんので、各自治会で調整

をお願いいたします。 

今年も日毎に暑さを体感するようになってまいりまし

たが、道端の雑草もすくすくと成長し、道路を占拠する

ようになってまいりました。 

今年度も、地域の皆さんのご協力をいただき、6 月下

旬～８月にかけて通行の安全と環境保護のために、除草

清掃作業を実施いたします。 

道路通行の際にはご迷惑をおかけいたし 

ますが、ご協力の程お願い申し上げます。 

公民館に、たまに、そして気軽に集いませんか？

何気ないお話やたわいもないお話をすることで、公

民館の本来の意味「集う、学ぶ、体感する」の第一

歩として、集う所から一緒にやっていきませんか？

まだ、こちらに来て一か月ばかりですが、地域の皆

様を少しづつ知っていきたい気持ちも私の中であ

りますので、日を決めて集うのではなく、気軽に公

民館に立ち寄って頂く事から始めたいと思います。 

特に女性の方は大歓迎ですので、女性の交流の場

としても気軽にお使いください。 

ご連絡訪問等お待ちしております。 

私自身ものんびり気楽にしておりますので、ふと

公民館を思い出していただけたら嬉しいです。 

特別何かしたいわけではなく、公民館という本来

の意味を大切にしたいと思い、未熟ながら皆様と共

に同じ時間を共有できたらと思います。 

どうかよろしくお願いいたします。 

主事補 丹下 亜樹子  


